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   To determine the need for repeat prostatic biopsy, we retrospectively evaluated 19 men for 
longitudinal prostate specific antigen (PSA) for more than 20 weeks from initial biopsy. Their 
initial biopsy results revealed no evidence of prostatic cancer. They had no surgical therapy or 
hormone therapy after it. 
   If they had a 50% increase in the PSA level from initial biopsy, we performed the second 
biopsy. Of the 5 men who had the second biopsy,  3 men had prostatic cancer. 
                                               (Acta Urol. Jpn. 41: 767-770, 1995)
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緒 言

























膜下摘除4例),さ らに内分泌療法(酢 酸 クロールマ
ジノン)を受けている症例8例 は検討から除外した.









タ と比 較 した.
前 立 腺 針 生検 は原 則 と して経 直 腸 的超 音 波(日 立製
EUPCC311,EUB565)によ る 二方 向 同時 画 像 下 に
BioptyGUN(バー ド社)を 用 い,既 報9)の ご と く
(6ヵ所 以上 の経 会 陰 的Systematicbiopsy)を施行
した.し か し,少 数 例,初 回 生検 時 に経 直 腸 よ り の

























































































A群(PSAlO.1以 上)は4例 あ り,そ の 内,経 過
観 察 中PSA値 の連 続 上 昇 を2例 に認 めた.こ の症 例
(No,1,No.2)のPSA値 は ともに 生 検 初 期 に は変
動 が少 な く,そ の 後60週か ら80週に か けて 急 激 に 上 昇
傾 向 とな った.No.1はPSA値 が64週で9・2ng/m1
か ら74週21.lng/mlさらに86週で は28.5ng/mlと
上 昇 して い る.No.2はPSA値 が38週で13.5ng/
m1か ら52週15.ong/mlさら に68週で は23・7ng/ml
と上 昇 して い る.初 回 生 検 時PSA値 に 比 べNo.1
で は 十130%,No.2で は 十91%の上 昇 が認 め られ た.
この2例 は2回 目の 生 検 を 施行 し,2例 と も前 立腺 癌
を 認 め て い る(Fig,1).
B群(PSA3.1以 上10.0以下)は12例 あ り,3例 に
PSA値 の連 続 上 昇 を認 め た.こ の3例 につ い て2回
目の生 検 を 施 行 し,3例 中1例(No.5)に 前 立 腺 癌
を認 めた.癌 を認 め なか った 症 例 を 見 る と,No.3は
PsA値 が28週で63ng/mlか ら44週10,6ng/m1と
上 昇 して い る.し か し,No.3は 再 生 検 後PSAの
下 降 が 見 られPSAの 上 下 変 動 が 目立 つ 経 過 で あ っ
た,No.4で は14週3.8ng/mlであ った の が44週 で
は4.6ng/mlとな り72週で は8.5ng/m1と上 昇 が認
め ら れ た.初 回生 検 時 に 比 べ再 生 検時 のPSA値 は
No.3で は 十89%,No.4で は 十64%eの上 昇を 認 め
た.再 生 検 に よ り悪 性 所 見 を認 め たNo.5はPSA
値 が初 回生 検 時 で4.3ng/m【か ら36週8.2ng!m1さ



































腫 瘍 マー カ ーで あ るPSA測 定 の 一般 化や,経 直 腸
エ コー ガイ ド下 前 立 腺 生 検 の導 入 に よ り,前 立 腺 癌 を
発見 す る機 会 が 増 え て い る.妾 院 で は経 直 腸 の エ コー
ガ イ ド下 にsystematicbiopsyを施 行 し,癌 発 見 率
は導 入 前21%であ った のが,導 入 後37%と 上 昇 し9),
前立 腺 癌症 例 が 増 加 して い る,し か し,お もに 前 立 腺
特 異 抗 原 を ス ク リー ニ ン グ と した 当 院 に おけ る前 立 腺
生検 の結果 で はPA値(栄 研 キ ッ ト)3.1以上 を 異 常
と した とこ ろsensitivity93%,specificity33%であ っ
た9).井村 らの 報告 で もsensitivity92%,specificity
49.1%と同様 の 傾 向 で あ った10)sensitiv三tyは高
い もの の,specificityは低 い こ とが 問 題 で あ る のが 現
状 で あ る.こ れ に 対 し,前 立 腺 特 異 抗 原/r-smプロテ
イ ン比 をみ る とい った複 数 の腫 瘍 マ ーカ ー を組 み 合 わ
せ た り且o),前立 腺 特 異 抗 原/前立 腺体 積 比 を 見 たPSA
density(PSAD)!1)や時 間 的 変化 も合 わ せ前 立 腺 特
異 抗 原 を見 るPSAvelocityなどの 工 夫12・且3)が提 案 さ
れ て い る.今 回 の再 生検 症 例 のPSADに つ い て み る
と癌 が認 め られ た3例 に お い て(初 回 生検 時→ 再 生 検
時)A群0.40→O.65TO.28→0.60,B群0.16→0.44,
癌 が 認 め ら れ な か つた2例 で は0.11→0.15.0.16→
0.16であ った.再 生 検 に よ り癌 が 認 め られ なか った 症
例 のPSADは 若 干 の 上 昇 を 認 め る程 度 で あ った.
PSAの 経 時 的 測 定 単 独 で も 簡便 性 を 考 え る と 日常 臨
床 で は充 分 に 役 立 つ と思 わ れ る.PSADは 再 生 検 を
決 め るつ ぎ の段 階 の指 標 と して役 立 つ か 今 後検 討 す る











































































本論文 の要 旨は,第82回日本泌尿器 科学会総会において発
表 した.
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